







































12 月 16 日
会場：東京大学本郷キャンパス	ライブラリープラザ	イベントスペース
Ⅲ . 対話ワークショップの部
87
　初日の講演の話題を引き継ぎ、日常における広い意味での〈デザイン〉がテー
マになった。日々の生活のなかで「うるおい」を感じるものは何か。「感じの
良い」暮らしはそもそも物として作ったり買ったりできるものなのか。対話
のトーンには若干の懐疑が含まれ、単にデザインのポジティブな可能性を語
る言葉は少なかったと思う。都市型生活に限らず、現代の「生活文化」の基
層は大規模産業技術のデザインに依拠せざるを得ない。そして、人間も物質
である以上、環境のデザインによって動かされる。だからこそ、＜私たちは
人間の生の内実をどこまで工学的、意図的に設計し得るとみなすべきか＞と、
あらためて実践批判的に問い直してみることには今日的な重要性がある、と
感じた。
ファシリテーター 大池 惣太郎（東京大学）
